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 表現できた    Ａ・Ｂ・Ｃ
３ 他の人の意見を聞いて自分の
 考えが深まった   Ａ・Ｂ・Ｃ
４ 決定事項を理解し，活動意欲が高まった































































































































































































































































































個人目標（個人で頑張ること） 日 日 日 日 日 日
日 日 日 日 日 日
学級目標（学級で頑張ること） 日 日 日 日 日 日



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① ○○ ○○○○２号店さんは，職場体験活動で へ訪問しました。
② ○○ ○○○○店さんは，職場体験活動で へ訪問しました。













５ ４ ３ ２ １
５ ４ ３ ２ １
５ ４ ３ ２ １
５ ４ ３ ２ １























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 　　　　A B C D
②　自分の役割を果たすことができた
   A B C D
③　協力して活動できた A B C D
④　ボランティア活動に関心を持った
 　A B C D
・
・
・
２ 　計画や準備のことで気付いたことや思ったこ
とを書きましょう
３ 　当日の活動のことで気付いたことや思ったこ
とを書きましょう。
４ 　生徒会や学級で，これから取り組んでみたい
ことを書きましょう。
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よりよい学校文化を創る３年生を送る会
生徒会活動
参考例 4
　昨年度までの課題を踏まえて指導計画を作
成し，職員会議で検討し，全教職員で指導の
ねらいや役割分担の共通理解を図りましょ
う。
（１） 生徒会本部役員の１・２年生と各学級から２名程度募集した生
徒たちで構成する「３年生を送る会実行委員会」を設ける。
（２）実行委員会のリーダーと活動テーマを決める。
（３）３年生を送る会の内容と当日の流れと準備計画，係分担を決める。
（４）係分担ごとに準備を進める。
　①テーマを掲示する看板を作る。
　②記念品を決定し，袋詰めを行う。
　③３年生に贈る感謝の群読の詩の原稿を考える。
　④花束の準備をする。
（５）群読の練習を行う。
（６）実行委員が当日のリハーサルを行う。
事前の指導と生徒の活動
事後の指導と生徒の活動
１ ３年生入場
２ 開会の言葉
３ 校長先生のお話
４ 実行委員長挨拶
５ １・２年生の詩の群読
６　３年間の思い出のスライドショー
７　１・２年生代表お礼の言葉
８　記念品・花束贈呈
９　３年生からメッセージ
10 閉会の言葉
活動の流れ（例）
●実行委員長から１・２年生全体に向けて，当日までの活動
を振り返りながら，次年度につながるような話をする。
　▶ 学級担任も，当日の帰りの会で，当日までの生徒たちの
活動に対する評価や，次年度への活動意欲につながるよ
うな話をしましょう。
●３年生が１・２年生に向けて感謝の手紙を書く。
　▶ １・２年生にとって，活動の振り返りになるとともに，
達成感を味わえる機会になるようにしましょう。
●実行委員会で活動の振り返りをして，次年度へ向けての改
善点をまとめる。
●１・２年生は，次年度にどのような学校をつくっていきた
いか考え，ワークシートに記入する。
実践と振り返り
３年生は，この会を開催してくれたことに対する感謝の気持ちを伝えたり，自分たちがつく
った校風を１・２年生に引き継いだりするために，群読や合唱を行ってメッセージを送る活
動を事前に準備します。３年生の立派な姿は，１・２年生を感動させることでしょう。
練習の成果を発揮できるようにサポートしま
す。また，群読を発表しているときの様子を
ビデオに撮り，会終了後にそれを見ながら振
り返る場を設けることで，１・２年生が達成
感を味わえることができるようにしましょう。
３年生にとっては３年間の振り返りになり，
１・２年生にとってはこれからの中学校生活
を見通す機会になります。離任された先生方
からメッセージをもらうことも工夫として考
えられます。
３年生からメッセージの様子
１・２年生の詩の群読の様子
当日の役割分担例
●司会係
●BGM係
●照明係
●花束贈呈係
●プレゼント贈呈係
●入場合図係
●３年生誘導係
学校行事として行われる卒業式に
向けて，３年生はもちろん，１・
２年生一人一人の気持ちを高める
ことができるようにします。
学校行事や学級活動との関連
１・２年生と３年生それぞれの指
導のねらいを明確にし，それを全
教職員で共通理解した上で評価す
ることが大切です。
本実践における評価のポイント
当日の活動
●１・２年生は，卒業を控えた３年生に感謝の気持ちを表現したいと
考えているが，進級への心構えや３年生がつくってきた校風を引き
継ぐという意欲がまだ十分ではない。
●卒業を目前にした３年生，校風を引き継ぐ１・２年生の生徒それぞ
れの愛校心をより高めたい。
活動のねらいと目指す学校像
　３年生を送る会では，卒業を控えた３年生がこれまでの学校生活
を振り返るとともに１・２年生が３年生へ感謝の気持ちを表すこと
で，それぞれの生徒の学校への所属感を深めます。１・２年生が，
３年生のつくってきた校風を引き継ぎ，よりよい校風を創造してい
けるようにすることをねらいとします。その際に，１・２年生が活
動の企画・運営を経験することで，次年度の活動をスムーズに運営
できるようにしましょう。
このような実態がありませんか？
このような学校を目指して 掲示された活動テーマ
記念品・花束贈呈後の３年生
異年齢集団の活動を円滑に行うためには，上級生
のリーダーシップが必要です。リーダーシップ育
成のために，教員と生徒で事前の打合せを必ず行
いましょう。また，様々な生徒にリーダーを経験
させることも大切です。
全員が目標を共有して活動を進
められるようにします。生徒自
身が達成感を味わえるようにす
るため，教員主導にならないよ
うに注意しながら助言しましょ
う。
生徒総会や卒業式の準備もある
ので，計画的に活動することが
大切です。準備日程などの具体
的な活動計画を作るように助言
します。
３年生への感謝の気持ちや，３年生がつくった校風を引き継ぐ気持
ちを伝えるために，生徒たちが自分の言葉で詩の原稿を考える活動
を設定します。３年生への思いを深められるようにします。３年生
とともにどのような学校生活を送ってきたか，何を教えてもらった
か，具体的に思い出すことができるように助言しましょう。
実行委員を中心に活動します。３年生にとってはこ
れまでの学校生活の振り返りにつながるように，
１・２年生にとってはこれから目指す姿が決まるよ
うに，それぞれ目標を明確にして会を進行します。
よりよい学校生活や校風をつくる
ために，当日の活動だけでなくこ
れまでの学校生活も振り返ること
ができるようにします。
学校行事に
ついて4
学校行事とは何か，地域の文化をどのように生かせばよい
か，学級づくりに生かすにはどうすればよいか，生徒の評
価は具体的にどのように行うか…など，六つの項目をＱ＆
Ａで解説するとともに，関連する五つの参考例を紹介しま
す。
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　学校行事には，当該行事本来の目的を達成することはもとより，様々な価値と結び付く活動（潜
在的カリキュラム）に発展させることができる特徴があります。そのことを踏まえ，学校行事の実
施に当たっては，学校の実情に応じて例えば次のような形態を取るなど，学校の状況を考慮した
様々な工夫を施すことが可能です。
（例）・企画・運営を，関連教科の担当教員が担当し授業との連携を図る
　　・生徒会が担当して，生徒中心となって実施する
　　・地域の方々にも参加してもらい地域と学校が一体となって行う
学校行事は，①儀式的行事，②文化的行事，③健康安全・体育的行事，④旅行・集団宿泊的行事，
⑤勤労生産・奉仕的行事の５種類に区分される内容で実施されます。
例えば，健康安全・体育的行事には，健康診断や体育祭があります。毎年度行われる健康診断は，
自分の健康について考えるという重要な目的を持っていますが，それにとどまらず，自分の成長を
振り返り親に感謝する心を育む機会にもなります。また，体育祭で毎年度行う特定種目において，
全校生徒の競い合いが恒例となっている学校では，その競技を通して，生徒や卒業生の愛校心が高
まるとともに，学級単位で競技に参加する取組が学級の活動目標となって，生徒の学級への所属感
や連帯感が一層高められたとの報告もあります。
このように，集団による活動であることを意識することにより，生徒自らに公共の精神が養われ
るとともに，繰り返される日常に変化と節目が与えられ，学校生活のリズムを整える効果もありま
す。また，学校行事は，生徒の学校生活の秩序維持に貢献するなど，学校運営上重要な役割を担っ
ています。
上記のことから，各学校では学校行事を実施するねらいを明確にし，学校全体としての目標達成
を評価するとともに，計画，準備，運営，実施の各段階において，生徒の成長を確認することが大
切です。また，学校行事は実施すること自体において，保護者や地域等から評価される一面があり
ますから，保護者や学校評議員による評価も参考にするよう心掛けたいものです。
このように，各学校の実情の上に創意工夫が生かされた学校行事は，当該学校の特色となり，そ
の学校固有の伝統・文化となって根付いていくのです。
多様な工夫が期待される実施形態1
具体的内容と効果2
評価3
例えば「運動会」という同じ名称の学校行事を100校の中学校で実施した場合，各学校の工夫
した実施計画により，目標も内容も実施方法もそれぞれ異なったものになります。また，実施後の
効果もそれぞれ異なっています。一つの中学校が実施する幾つもの学校行事の成果が生徒の変容と
学校の雰囲気を醸しだし，ひいてはその学校の文化や伝統を創っていきます。
特別活動が「学校文化を創る」というのは，それぞれの学校において卒業生や在校生によって実
践されてきた学校行事等が，学校ごとの特徴や校風として定着していくことを意味しているのです。
さらに，例えば，卒業式では，式辞や答辞において“思い出”として，生徒の内面活動に影響を
与えた学校生活や活動の一部が取り上げられることが多くあります。特徴的なのは，そこで取り上
げられる活動や内容には，入学式で複数の小学校から集まり友達ができるか不安な気持ちを共有し
たこと，対面式で上級生に学校の一員として迎えられ喜びを感じたこと，修学旅行でよい人間関係
が築かれたこと，体育祭で頑張ったこと，合唱コンクールで学級の一体感が増したことなど，特別
活動の学校行事に関することが多いということです。学校行事は，生徒会活動や学級活動と十分な
関連を図って運営されるものであることから，生徒の価値観の形成に大きく関与し，その結果，思
い出が経験となって生徒の内面に蓄えられていきます。このようにして学校行事の内容や取組は，
各学校の特色となって当該校の生徒のみならず保護者や地域の方々に共有されていくのです。
様々な規模や形態の集団活動を通して，生徒の内面に働き掛ける特別活動は，各学校の特徴や独
自性，いわゆる特性となって学校内外の人々の意識を強化するとともに，生徒の愛校心や帰属意識
を高める働きをしています。
なお，「文化」と用いられる場合には，プラス面とマイナス面がありますので，不断に当該学校
の文化を確認し，マイナス面の見直しを図ることが重要です。
学校行事とは何ですか？
学校行事について
　学校行事とは，集団への所属感や連帯感を深め公共の精神を養う活動です。全校又は学年
を単位として活動することを前提にして，五つの種類に区分される内容を，当該校として計
画し実施する教育活動です。
A
Q1 学校行事は「学校の文化を創る」ことに
どうつながりますか？
学校行事について
学校にはそれぞれ異なる特色があります。それが，その学校の“当たり前”となって教員，
生徒，保護者や地域住民に認知され，文化となって根付いていきます。
A
Q2
地域文化を学校行事につなげることは，学校と地域との相互関係が深まり，地域が一体となって次
世代を担う子供たちを育成する気持ちの醸成にもつながります。また，生徒にとっても，自分たちの
住んでいる地域を再確認することになり，郷土愛を高めることも期待ができます。
さらに，生徒が地域文化に関わることにより，地域の特色やよさを実感し，将来，地域文化を継承しよう
とする態度の形成につながります。また，地域・保護者が学校行事に参加することで，学校に対する地域
の理解が深まり，学校に対する支援につながります。そのためにも，ふだんから教職員が地域文化や行事
に関心を持ち，可能な関わり を続けていくことが大切です。
学校文化と地域文化TOPICS
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　学校行事は，生徒の共通の体験，適度な競い合い体験，リーダー・フォロワー体験等の機会と捉
えて学級づくりに活用することで，好ましい人間関係づくりにつながります。また，学習や生活に
取り組む意欲の向上や課題に対処する能力育成等，学級づくりに生かすことができます。
そこで，次の点に留意して実施することが大切です。
① 生徒が主体となって運営する学校行事は，生徒自身が自ら考えて行動することで，大きく成長
していく機会になります。生徒にどの程度任せるのかを判断しながら，学級集団の成長に合わ
せて，適切に指導・援助することが必要です。
② 行事ごとに目標やねらいを明確に位置付けて取り組むことが大切です。相互理解のために班ノ
ートを取り入れたり，生徒同士が協力する活動を意図的に行ったりするなど，日々の積み重ね
が重要です。学級づくりの見通しを持ち，成長の機会として，学校行事をうまく活用しましょ
う。
③ 行事ごとに振り返る場を大切にすることで，活動の価値に気付いたり，達成感を味わったりす
ることができます。それが，日常の生活においても行動する価値を見いだし，集団としても個
人としても活動意欲を高めるきっかけになります。
　学校行事を通してつくられていく学級の雰囲気や望ましい集団は，生徒たちの次の学習活動の基
盤となり，学級文化の創造につながります。
　学習指導要領では，生徒会活動の内容として，学校行事への協力が挙げられています。運動会や
文化祭，合唱祭などのように生徒自らの活動が中心となる学校行事では，生徒会に実行委員会を作
るなどして，計画，準備，実施の各段階で，生徒会が関わることが期待されています。このような
活動を通して，生徒会活動の目標である「集団や社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画
し，協力して諸問題を解決しようとする自主的，実践的な態度」が育てられます。また，それぞれ
の生徒が，学校行事の具体的企画や運営の役割分担を通して，学校行事に自主的に関わることで，
学校行事の目標である「集団への所属感や連帯感を深め，公共の精神を養」うことにつながります。
学校行事を学級づくりや生徒会活動に生かすには
どうすればよいのですか？
学校行事について
学校行事は，学級づくりに必要な集団づくりや自己有用感の育成に重要な役割を担います。
学級の生徒の実態を十分考慮して，学級経営の年間計画と学校行事への取組の関連を図り，
学級内の人間関係づくりに生かして，望ましい学級集団を育てましょう。
　学校行事は，各学校が教育課程に位置付けて，計画的に実施するものですが，行事に参加
したり，活動したりするのは生徒です。生徒会役員会や役員以外の生徒を含めた実行委員会
を組織し，生徒自身が行事の目標やそれぞれの役割を十分に理解して，活動することが望ま
れます。
A
Q3
学校行事は，所属感や公共の精神，よりよい人間関係を形成するばかりでなく，実施することそ
のものが学校評価につながる側面があります。例えば，儀式的行事では，式に出席した外部関係者
から，生徒の態度を通して学校が評価され，文化的行事として実施する芸術等の公開発表会では，
来校した保護者等から発表や作品を通してふだんの学校の指導状況が評価されています。
このような評価を前提としながら教育効果を高めるため，多くの学校で多くの時間をかけて学校
行事実施に向けた準備に当たっているのです。とりわけ学校行事は，生徒が主役として実際に活動
するものであるだけに，準備に当たって過剰な負担を生徒に強いてしまうことが懸念されることか
ら，そのようなことがないように生徒の立場に立った配慮が求められます。準備には，指導計画に
基づく教員による事前指導，生徒による事前活動（練習）等がありますが，学習指導要領が示す
「各学校が教育課程を編成する」（総則第１の１）ことを再確認し，学校行事の全体計画の策定と
個々の行事に係る準備時間の設定の両視点から考えることが必要です。
具体的にまず，学校行事の全体計画を策定するに当たっては，どの学年においても五つの種類の
行事を実施しなければなりませんが，活動の時間を確保するためには学校の実情と教員構成を考慮
し，総合的な学習の時間と連携したり，各行事で重点化したり，行事を統合したりするなど，精選
を図ることも必要です。また，各行事の指導に当たっては，学級活動や生徒会活動との連携を図る
とともに，あらかじめ準備時間を想定して教育課程に位置付けることが大切です。
学校行事の実施が近づくと，始業前や放課後，昼休みなどに準備の時間を急きょ設定することが
多くなりがちですが，各学校が一単位時間をどのように設定するかを含め，見通しのある教育課程
を編成することによって準備時間を確保するよう，創意工夫が求められます。
学校行事の準備の時間は
どう確保すればよいのですか？
学校行事について
学校行事の指導に当たっては，学級活動や生徒会活動との連携を図るとともに，あらかじ
め準備時間を想定して教育課程に位置付けることが大切です。
A
Q4
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特別活動と総合的な学習との違いを，方法と目標の視点から捉えてみます。
特別活動の目標である「望ましい集団活動を通して」は，方法原理であり，目指す目標を示して
います。特別活動には，学級活動で扱う17項目，生徒会活動の五つの内容，学校行事の５種類が
明示されており，ねらいが方法とともに明確になっています。特別活動では，これらを教員の適切
な指導と関わりの下で実践することを通して，望ましい人間関係の形成能力や公共の精神等の社会
性の育成が図られることを主眼目としているのです。
一方，総合的な学習の時間の目標は，学習指導要領に示されている目標を踏まえて各学校が定め
るものであり，その実現を目指して創意工夫を生かした教育活動を展開することが，各学校に求め
られています。個や集団といった活動単位の形態を問うのではなく，横断的・総合的又は探究的な
学習内容・方式を通して，問題の解決や探究活動に主体的，創造的，協同的に取り組む態度を育て
ることを目指しています。
　例えば職場体験活動を特別活動として実施するときは，学校教育全体として行うキャリア教育の
一環として，自己の能力・適性の理解を深め，職業や進路，生き方に関わる啓発的な体験が得られ
るように活動計画を作成することが大切です。
【特別活動の目標】
望ましい集団活動を通して，心身の調
和のとれた発達と個性の伸長を図り，
集団や社会の一員としてよりよい生活
や人間関係を築こうとする自主的，実
践的な態度を育てるとともに，人間と
しての生き方についての自覚を深め，
自己を生かす能力を養う。
【違い】
◆ 特別活動の特質は，「望ましい集団活
動を通して」，「自己を生かす能力を
養う」こと。
◆ 総合的な学習の時間の特質は，「横断
的・総合的な学習や探究的な学習を
通して」，「探究活動に…協同的に取
り組む態度を育てる」こと。
【総合的な学習の時間の目標】
横断的・総合的な学習や探究的な学習
を通して，自ら課題を見付け，自ら学
び，自ら考え，主体的に判断し，より
よく問題を解決する資質や能力を育成
するとともに，学び方やものの考え方
を身に付け，問題の解決や探究活動に
主体的，創造的，協同的に取り組む態
度を育て，自己の生き方を考えること
ができるようにする。
「特別活動（学校行事）」と「総合的な学習の時間」
との違いは何ですか？
学校行事について
特別活動では，望ましい集団活動を通して，人間関係を形成し，協力してよりよい学校生
活を築こうとする自主的・実践的な態度を育てることを目指すのに対し，総合的な学習の時
間は，横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，問題の解決や探究活動に主体的，創
造的，協同的に取り組む姿勢を育むことを目指しています。
A
Q5
まずは，学校行事の年間指導計画を作成する際に，５種類の学校行事に関する学校独自の「評価
規準」について共通理解します。学校行事の事前から事後まで活用できる「学校行事カード」（評
価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校　特別活動】文部科学省　国立教
育政策研究所　平成23年11月　P.53参照）のように生徒の自己評価を記録できる資料を作成し，
評価の参考としましょう。また，それぞれの教員が，自分が指導したり，観察したりした生徒の評
価資料を集約できるシート（同上，P.54参照）を活用して，学習評価資料を共有し，学校行事の
評価に生かしましょう。既存の氏名表を基に評価に関する必要事項の記入欄を作り，職員室の定位
置に準備して，適宜記入できるようにするなど，各学校で工夫しましょう。
　以下は，学校行事の期間を通じて，心に残ったエピソードや自己評価の記録を蓄積させ，振り返
りにつなげるとともに，教員の点検により評価の資料となったものです。
学校行事における生徒の評価は具体的に
どのように行うのですか？
学校行事について
　学校行事は，全校や学年を単位として，学級の枠を超えて，体験的な活動が行われるため，
学級担任一人が学級の全ての生徒の評価をすることは不可能です。学校行事の評価を適切に
行うためには，学校行事の計画段階で，学習評価計画も作成し，全校や学年の教員が共有し
ておくことが不可欠です。
A
Q6
個人のエピソード記録
個人評価→班評価→学級評価へ
個人のライフチャート
※ これとは別に，職員室に全校生徒の名簿を
置き，生徒の成長を見取った教員がメモ書
きを残すなどの工夫も重要である。
目標設定
身に付け
たい力
個人として
クラスとして
心に残った
エピソード
エピソードに対して
考えたこと
自己評価
反省点（原因）
を考える
自己評価点を
グラフ化
成果（要因）
を考える
自己評価
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生徒会活動等と関連付けた卒業式
学校行事
参考例
 1
　卒業生には，厳粛で清新な雰囲気の中で中学校を卒業することに誇りを持たせ，今後の生活
に希望を抱き，よりよい生活を求めて頑張ろうとする生徒の育成を目指します。また，中学校
３年間の生活を振り返らせることにより，お世話になった人々に感謝と尊敬の念を培います。
在校生には先輩の卒業を心から祝福させるとともに，卒業生の業績に感謝し，よい伝統を受け
継いで，更に本校を発展させようとする校風（学校文化）の醸成を目指します。
厳粛で清新な気分を味わわせることなど，卒業式のねらいを効果的に達成するため，協力し
て諸課題を解決しようする自主的，実践的な態度を育てることをねらいとする学級活動や生徒
会活動（３年生を送る会や卒業生歓送）等の特質を生かして意図的に関連付け，生徒にとって
卒業式の意義の理解が深まった思い出に残る卒業式にしましょう。その結果，卒業生にとって
は新しい生活の展開への動機付けとなり，在校生にとっては今後の生徒会活動等で自主的，実
践的態度の育成が助長されるなどの相互作用が期待できます。
●ねらいの確認（学級活動を活用）
●指導計画の作成・役割分担
　○本時までの計画を立てます。（教育課程の編成における学校行事部会）
　　▶準備，卒業式予行，本時や後始末までの流れ，教員や生徒の役割分担を検討します。
●準備や練習（様々な組織の活用）
　○会場や受付の準備（授業時間以外の活動）
　　▶学年を中心にする方法や生徒会各種委員会を中心にする方法が考えられます。
　○卒業証書授与や式歌等の練習
　　▶学年を中心にする方法や教科を中心にする方法が考えられます。
　　▶卒業式予行で練習の最終確認をします。
題材例「先輩になる自分」（１，２年）
　３年生の業績を振り返らせ，卒業式の意
義の理解を進めるとともに，今後の先輩に
なる望ましい自分の姿を考えさせます。
題材例「卒業を前にして」「５年後への手紙」（３年）
　卒業を間近に控えた自分の心境を整理し，「二十
歳の自分」を想像して今後への抱負を決めるなど
の活動を通して，卒業式参加への意欲を高めます。
　 部会担当を中心に，様々な組織を総合して準備や練習の計画を立てましょう（学年・
学級，生徒会活動，音楽科などの教科との連携が必要です）。
このような生徒や学校を目指して
行事実施上の工夫
ねらいと行事実施上の工夫
事前の指導と生徒の活動
卒業式当日
　▶ 厳粛で清新な雰囲気の中で，式を進めます。
　　　～式次第例～
　　　・国歌斉唱
　　　・卒業証書授与
　　　・校長式辞
　　　・来賓祝辞
　　　・送辞・答辞
　　　・式歌・校歌合唱　
　▶ お互いに別れを惜しみ，学級担任や生徒相互の築き上げた信頼関係を
確認します。
　▶ 生徒会や学級のリーダーを中心に素早く準備し，在校生全員による心
の込もった歓送を行います。
卒業式（儀式的行事）
学級のお別れ会（卒業式後の帰りの会を活用）
卒業生歓送（生徒会主催）
事後の指導と生徒の活動
　○ 在校生は卒業生を受け継ぐ実践と振り返りを大切にし
ます。
　○ 学級活動や学校行事の年間指導計画に沿って，次の活
動につなげます（入学式等）。
振り返り
次の活動へ
卒業式
学級のお別れ会
卒業生歓送
儀式的行事
厳粛な雰囲気の中にも，生徒の思い出や努力が込められ
たすばらしい式歌や校歌の合唱は，卒業生や在校生にと
って最高の思い出となる活動場面になります。
学級生徒の自主的，自発的な企画・運営によって行われます。学級を中心に学
校生活を送った生徒にとって貴重な時間です。
卒業生歓送で，生徒会活動や部活動等を引き継ぐ在校生から盛大な感謝を表し
ます。生徒会活動や部活動等での卒業生と在校生の築き上げた信頼関係を振り
返ります。
１，２年生が，卒業式後に書いた振
り返りカードにより，卒業生から受
け継ぐべき実践や校風が，在校生に
明確になったかを確認します。
本実践における評価のポイント
　○生徒会主体の３年生を送る会を実施します。
　　▶３年生のこれまでの足跡や業績を振り返りましょう。
　　▶ １，２年生は，３年生への感謝の気持ちや業績に対する尊敬の念を
表しましょう。具体的にはその気持ちを込めた創意工夫のある送る
会にしましょう。
生徒会活動との関連（３年生を送る会）
３年生への花束贈呈
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つながりを大切にした合唱コンクール
学級の一員としての自覚を持ち，合唱を通して，自他のよさや自己の成長について考え，学
級内における人間関係を豊かにし，協同して合唱をつくり上げる生徒を育てましょう。互いに
協力し合い，自主的・自律的に合唱コンクールに取り組ませることで，適度な競い合いの下で
切
せっ
磋
さ
琢
たく
磨
ま
し，互いに向上心や意欲を高め合う学校を目指しましょう。
　図のように「音楽鑑賞会」「合唱コンクール」「新入生説明会」「新入生歓迎会」などにつな
がりを持たせて，生徒の活動意欲を高め，上級生がつくり上げた学校文化を下級生に引き継ご
うとする実践例です。
　合唱コンクールは，教科（音楽）における日常の学習成果の上に，一定の期間，学級や学年
等で，合唱に取り組み，その成果を発表し，鑑賞し合うもので，学校行事としての目標を設定
する必要があります。
●音楽鑑賞会
　○ 大学，地域，保護者等のサークルや昨年の合唱コンクールの録画の鑑賞会を実施し，動機付けとす
る。
●学級活動
　○ 合唱コンクール「全校テーマ」の周知及び学級テー
マの決定
　○ 単に，曲目，指揮者や伴奏者を決定するのではなく，
学級テーマの検討を通して，学級としてどのように
合唱コンクールに取り組むのか集団決定する。
　○ 練習の中で，集団としての取組に問題が生じた場合
は，その解決のための学級活動を行う。
●学校行事カードの活用
　○ 自己目標の決定，役割確認
●生徒会の協力（合唱コンクール実行委員会を組織して，
以下の内容に取り組む。）
　○ 全校，学年テーマの決定
　○学級テーマの集約
　○ 合唱コンクール運営の役割分担
　○ 各学級の指揮者，伴奏者，自由曲等の集約
　○ 当日の諸掲示や採点用紙，各賞の賞状等の準備
このような生徒や学校を目指して
事前の指導と生徒の活動
行事当日（プログラム例）
新入生歓迎会
　○自己評価，自由記述により，合唱コンクールの取組全体の振り返り
　○ 合唱コンクールの審査結果に関わらず，学校行事に
取り組んだ生徒個人や学級としての成長を確認し，
今後の学級づくりに生かす。
　○ 入学式の新入生歓迎会では，前年度の全校合唱や学
年合唱を披露して，新入生を歓迎する。
学校行事カード
学級活動
次年度の新入生歓迎会
●開会　○開会の言葉　○実行委員長挨拶　○校長の言葉
　　　　○発表，審査の観点等の説明
　　　　▶審査の観点には，音楽的要素だけでなく，
　　　　　学級での取組もあることを確認します。
●合唱　○各学級別の課題曲　自由曲発表
　　　　○学年合唱，全校合唱（全学級の発表後）
●審査　▶審査員は，各合唱発表後すぐに採点を行います。
　　　　○実行委員会担当者は，審査票を回収し，集計係に渡す。
●閉会　○講評　○審査結果発表　○表彰　○実行委員長の挨拶　○校長の言葉
生徒の出身小学校の教員や地域の
方，音楽鑑賞会の大学生等，多様な
方々に審査員を依頼します。
文化的行事
ねらいと行事実施上の工夫
行事実施上の工夫
各学年の課題曲をサークルの方に合唱してもらったり，合唱をするときの
練習方法や注意点についてサークルの方から助言してもらったりします。
学校行事カードより
・ 合唱コンクール当日の帰りの会で，記入させ
ます。
・ 行事の目標や自己目標に対して，自分の活動
を自己評価させます。また，今後の学校生活
に生かそうとする点についても考えさせま
す。
学級合唱
学年合唱
生徒が，協力して，自主的・自律的に各行事に取り組むことができたかを確認します。
本実践における評価のポイント
（前年度）
９月　音楽鑑賞会（大学合唱サークル）
　　　合唱コンクールに向けての学級活動
　　　生徒会の協力計画
10月 合唱コンクール
 １月　新入生説明会
　　　 （合唱コンクールでグランプリを受
賞した学級が歓迎の合唱）
（本年度）
４月　対面式（新入生歓迎会）
　　　（新2，3年生が学年合唱で歓迎する）
図
学校行事
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卒業生の思いをつなぐ運動会
上級生と下級生の望ましい関係を築き，代々の学年の生徒が，自分たちの力を出し切って，
母校の学校文化をより豊かなものにしようとする学校を目指します。また，運動会実行委員会
を中心とし，計画段階から学級活動と生徒会活動を効果的に関連させ，生徒が自分自身の目標
を持って取り組む共感体験とします。そして，異年齢集団を基本とした取組を通して，自己の
役割を自覚させ，所属する学級やブロックへの所属感を深め，共に協力し，信頼し，支え合お
うとする人間関係を築きます。
● 前年度の運動会で中心メンバーとして活躍した生徒会役員や実行委員の思いや願いを「後輩
へのメッセージ」（録画）で知ることにより，自分たちが活動する本年度の運動会への意欲
を高めます。また，運動会実施後には，なるべく早い時期に次年度の下級生へ「後輩へのメ
ッセージ」を作成し，保管します。
● 生徒会役員を中心に「運動会実行委員会」を組織し，綿密な話合いを行い，自ら約束事を決
め，練習や当日の運営をします。
●「運動会実行委員会」
　・実行委員長等の各種役割を決める。
●卒業生からのメッセージ
　・ 運動会の事前全校集会で，運動会の雰囲気や種目，実行委員の動きを前年度のビデオで確認する。
また，運動会後に実行委員が残した「後輩へのメッセージ」を視聴する。
　・各リーダーには，昨年度のリーダーたちからの手紙を渡し，動機付けとする。
●学級活動
　・運動会の目標達成のために全校テーマや学級テーマを検討する。
　・学級旗の制作をする。
●生徒会の協力（運動会実行委員会を組織して，以下の内容に取り組む。）
　・全校テーマの決定　　　　　・学級テーマの集約
　・運動会運営の役割分担
　・毎日の練習後の反省と翌日の練習内容や方法の確認
・２ブロック対抗とするため，「ブロックリーダー」を選出します。
・応援合戦を指導する「応援リーダー」を選出します。
このような生徒や学校を目指して
事前の指導と生徒の活動
行事当日
事後の指導と生徒の活動
●開会式　・開会の言葉
　　　　　・実行委員会委員長挨拶
　　　　　・校長先生挨拶
　　　　　・来賓挨拶（ＰＴＡ会長）
　　　　　・応援や競技上の諸注意
●競技や演技
　　　　　・個人種目　　　・ダンス
　　　　　・学年種目　　　・学級対抗の大縄跳びや綱引き　など
●得点　　・事前の取組の得点を含め，各種目のブロック別得点を掲示する。
　　　　　・ 応援合戦や行進の審査員は，保護者や地域の方にも
お願いする。
●閉会式　・実行委員長挨拶
　　　　　・講評（教頭先生）
　　　　　・結果発表
　　　　　・表彰
　　　　　・感想発表（各学年代表）
●ブロック別解団式
事前準備の下，運営は全て
実行委員会が行う。
　・事後「学校行事カード」により，個人の振り返りを行う。
　・運動会の事後全校集会で，各リーダーからの感想を発表してもらう。
　・次年度の運動会のために，実行委員の「後輩へのメッセージ」を録画する。
　・各リーダーが，次年度のリーダーへの手紙を書き，生徒会担当者が保管する。
振り返り活動
・上級生として，後輩へ受け継いでもらいたい姿勢や心構え，願いを話します。
・後輩は，上級生の話を真剣に聞き，次年度への決意を新たにします。
「後輩へのメッセージ」
生徒の作文やワークシート（振り返りカード）を用いて教員が以下の内容を見取ります。
・ 上級生と下級生が望ましい関係を築き，自分たちの力を出し切ることができたか。
・ 自己の役割を自覚し，学級やブロックへの所属感を深め，よりよい人間関係を築くことができた
か。
本実践における評価のポイント
健康安全・体育的行事
ねらいと行事実施上の工夫
行事実施上の工夫
教員は，生徒の態度を育てる視
点を共有しましょう。
運動会実行委員による生徒集会 ブロックの応援
ダンス
運動会の目標達成のための
全校テーマの掲示
学校行事
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生徒の自主性を育てる遠足（１年）
生徒自らが，班別行動を事前に計画・準備し，当日の活動を実践することにより，自主的・
自律的な態度を養うことを目指します。また，校外での体験活動の中で，ルールや公衆道徳を
守ることの大切さを経験させ，規範意識を育成します。さらに，地域の自然や文化に触れるこ
とで，自分たちの住む地域を再評価することにつなげ，生徒の愛校心を高めます。
３年生の修学旅行に至る，系統的な指導の視点から，３年間の指導計画を立案することが大
切です。例えば，修学旅行で班別行動を計画するときには，１年生から「ねらい」を段階的に
設定し，「ルールづくり」「目標づくり」などを生徒に経験させていくことで，自主的・自律的
な態度が養われていくことが期待できます。
●実行委員会：放課後
　○事前に学校行事に対するアンケート調査を行います。　　
　　▶（調査例）「行事のルールは必要か」「自分たちの意見は取り入れられているか」
　　これまでの学校行事を振り返ります。　
●学級活動：各学級
　○実行委員より，遠足の目的と基本事項を聞きます。
　○遠足を成功させるためのルールと目標について話し合います。
　　▶（テーマ例）「服装について」「小遣いについて」「ゴミの処理について」
　　▶（目標例）「みんなの思い出に残る…」「ルールを大切にする…」「団結力を見せる…」
　○遠足を成功させるために，自分が協力できることをまとめます。　
●実行委員会：放課後　
　○各学級で出された意見について協議し，遠足のルールと学年の目標を決定します。
　○班別行動の細案について確認します。
●学級活動：各学級
　○実行委員より，遠足のルールと学年の目標を聞きます。
　○各班の係分担を決め，具体的な班別行動の内容を話し合います。
　　▶（係分担例）班長，時間係，地図係，保健係，安全係，環境係
　　▶（内容例）「見学場所」「ミッション」「移動経路」「時間設定」「昼食場所」
　○班別行動を成功させるために，自分がすべきことを具体的にまとめます。
●学年集会：体育館
　○実行委員会より，遠足の目標とルールを再確認して，みんなに協力を呼び掛けます。
　　▶安全については，事故防止のために緊急のマニュアルを作成しておきます。
　○学年通信で保護者への理解と協力を求めます。
このような生徒や学校を目指して
事前の指導と生徒の活動
行事当日
事後の指導と生徒の活動
　○ 出発前に学年集会（結団式）を行い，実行委員が遠足についての諸注意について伝達する。
　○健康状態の確認と緊急時の対応についても確認する。
　○解散場所までの移動（バス）
　○班別行動の開始
　　　①見学場所へ　②チェックポイントの通過　③昼食（公園で）
　　　④集合場所での再集合
　○学校までの移動（バス）
　○学年集会（解団式）を行い，実行委員の生徒より，協力に対する礼や賞賛，反省をする。
活動の開始
活動の展開
活動のまとめ
●学級で「振り返りカード」を記入した後，遠足を振り返
って話合い活動を行う。
　○ ルールや約束事を守れたか。
　○ 公衆道徳の視点から正しい行動ができたか。
　○ 班別行動の計画には無理がなかったか。
　○ 一番心に残ったことは何か。
●実行委員会で，各学級で出された意見を基に話し合い，
今回の遠足のまとめを行う。
　▶ まとめられた内容は学年集会で委員が発表を行い，保
護者には学年通信で報告をしましょう。
　▶ 次年度の遠足について配慮すべき点を学年会で話し合
い，記録に残しておきましょう。
●体験したことを基にポスターセッション形式で報告会を
行う。
見学場所で記念写真 見学場所でミッション達成
（○○寺で鐘をつく）
旅行・集団宿泊的行事
ねらいと行事実施上の工夫
行事実施上の工夫
昨年のビデオやスライドを用意し，イ
メージを持たせます。
生徒自らが考えたルールを，守ろうとする意欲を高めます。
みんなで行事を成功させたことを確認し，所属意識を高めます。
※健康状態の確認と，必要なら家庭
への連絡を行いましょう
ポスターセッションの様子
学校行事
参考例
 4
教員による活動中の見取りや，振り
り返りカードにより，自律的な集団
活動を通じて，主体的に活動を行お
うとする意欲が高まったかを確認し
ます。
本実践における評価のポイント
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地域の一員として参加する地域河川清掃活動
校区内の清掃活動を通して，社会奉仕に関心を持つとともに，自主的に取り組もうとする生
徒を育てます。また，校区内小学校及び地域の方々と協力して清掃活動を実施し，地域の一員
としての自覚を高め，異年齢の人々との協力の在り方について考えます。そして，計画段階か
ら，生徒会役員と各小学校の児童会役員が，密接に連携を図り，児童生徒が協力しようとする
態度を育て，地域に開かれた学校にしていきます。
●各小中の担当者による清掃活動目標及び運営の諸計画を作成します。
・地域の各団体代表者に地域河川清掃活動の目標及び計画について説明します。
・地域の各団体代表者との連絡調整を行います。
・ 前年度のうちに，学校行事年間計画及び児童会・生徒会活動計画の調整を行います。
・ 児童会活動担当者及び生徒会活動担当者の合同会議を実施し，学校行事への協力の観点か
ら，清掃活動の詳細を検討します。
・ 生徒会の協力を得て，小学生，中学生，地域の方，教員のそれぞれを含む清掃グループを
編成します。
・ 小学生，中学生に関しては，できる限り学年・学級の枠を越え，自分で選んだグループに
参加できるように配慮します。
●学級活動　内容（２）カ「ボランティア活動の意義の理解と参加」
　・ ボランティア活動をしている地域の方の講話を聞き，ボランティア活動の意義について理解を深める。
　・河川清掃活動について，自分の目標及び参加するグループを決める。
●各学校において，児童会・生徒会の協力の下，活動に必要な道具や各資材の準備を行う。
●中学生が活動の中心となるため，生徒会役員が以下の点の確認を行う。
　・清掃活動マップ　　　　・各グループの分担表と清掃活動の内容一覧
　・グループ内の分担　　　・小学生や地域の方への注意事項の徹底　など
このような生徒や学校を目指して
事前の指導と生徒の活動
行事当日
事後の指導と生徒の活動
〔日程の例〕
○学校集合・出発
○河川敷到着
○清掃活動前の集まり
　・生徒会長・児童会長の挨拶
　・代表校長の挨拶
　・地域代表者の挨拶
　・清掃活動及び諸注意，ゴミの処理についての説明
　・用具，資材の配布
○清掃活動開始
　・中学生を中心に各グループで清掃活動の確認を行う。
　・中学生は，自分が担当する小学生の安全を確認しながら活動に取り組む。
○清掃活動後の集まり
　・地域代表者の挨拶
　・今後の諸連絡
　・ 個人及び集団として，事前に立てた目標が達成できたか，清掃活動に関する振り返りを行い，日常
生活に生かす。（関連，p.48・49）
　・それぞれが一緒に活動した小学生への手紙を書き，後日，小学校へ届ける。
　・協力していただいた地域の方々へのお礼状を準備し，届ける。
学級活動
生徒会活動
ねらいと行事実施上の工夫
勤労生産・奉仕的行事
行事実施上の工夫
担当教員は，生徒の自発的，自治的活動をしっかり支え，必要に応
じて適切な指導を行います。
小・中の接続をスムーズにするために，ボランティア活動を通
して発達段階に即した役割分担をしながら，交流を深めます。
地域の方には，各グループの見守り及び
安全確保に配慮していただきます。
地域に対する誇りと愛着を持つために，自分たちの暮らす
地域の川の清掃活動を行い，住民との交流を図ります。
学級活動 河川の清掃活動する中学生
事後に行う学級活動では，発言や振り返りカードにより，次の点を確認します。
・社会奉仕に関心を持ち，自主的に取り組もうとする態度が身に付いたか。
・地域の一員としての自覚を高め，異年齢の人との協力の在り方について考えることができたか。
本実践における評価のポイント
学校行事
参考例
 5
108 109
学
習
指
導
要
領
　
特
別
活
動
　
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
比
較
第
１
目
標
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
，
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
，
集
団
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
，
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
，
自
己
を
生
か
す
能
力
を
養
う
。
第
２
　 各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
学
級
活
動目
標
学
級
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
の
一
員
と
し
て
学
級
や
学
校
に
お
け
る
よ
り
よ
い
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
や
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
。
内
容〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕
学
級
を
単
位
と
し
て
，
仲
良
く
助
け
合
い
学
級
生
活
を
楽
し
く
す
る
と
と
も
に
，
日
常
の
生
活
や
学
習
に
進
ん
で
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
の
育
成
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕
学
級
を
単
位
と
し
て
，
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
学
級
生
活
を
つ
く
る
と
と
も
に
，
日
常
の
生
活
や
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
の
育
成
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕
学
級
を
単
位
と
し
て
，
信
頼
し
支
え
合
っ
て
楽
し
く
豊
か
な
学
級
や
学
校
の
生
活
を
つ
く
る
と
と
も
に
，
日
常
の
生
活
や
学
習
に
自
主
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
〔
共
通
事
項
〕
（
１
） 
学
級
や
学
校
の
生
活
づ
く
り
　
　
ア
　
学
級
や
学
校
に
お
け
る
生
活
上
の
諸
問
題
の
解
決
 
イ
　
学
級
内
の
組
織
づ
く
り
や
仕
事
の
分
担
処
理
　
　
ウ
　
学
校
に
お
け
る
多
様
な
集
団
の
生
活
の
向
上
（
２
） 
日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
及
び
健
康
安
全
　
　
ア
　
希
望
や
目
標
を
も
っ
て
生
き
る
態
度
の
形
成
 
イ
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
　
　
ウ
　
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
形
成
 
エ
　
清
掃
な
ど
の
当
番
活
動
等
の
役
割
と
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
　
　
オ
　
学
校
図
書
館
の
利
用
 
カ
　
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
の
形
成
　
　
キ
　
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
児
童
会
活
動
目
標
児
童
会
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
協
力
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
校
の
全
児
童
を
も
っ
て
組
織
す
る
児
童
会
に
お
い
て
，
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
児
童
会
の
計
画
や
運
営
（
２
） 
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流
（
３
） 
学
校
行
事
へ
の
協
力
ク
ラ
ブ
活
動
目
標
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
個
性
の
伸
長
を
図
り
，
集
団
の
一
員
と
し
て
協
力
し
て
よ
り
よ
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
年
や
学
級
の
所
属
を
離
れ
，
主
と
し
て
第
４
学
年
以
上
の
同
好
の
児
童
を
も
っ
て
組
織
す
る
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
，
異
年
齢
集
団
の
交
流
を
深
め
，
共
通
の
興
味
・
関
心
を
追
求
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
ク
ラ
ブ
の
計
画
や
運
営
 
（
２
） 
ク
ラ
ブ
を
楽
し
む
活
動
 
（
３
） 
ク
ラ
ブ
の
成
果
の
発
表
学
校
行
事目
標
学
校
行
事
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を
深
め
，
公
共
の
精
神
を
養
い
，
協
力
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
全
校
又
は
学
年
を
単
位
と
し
て
，
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
，
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
儀
式
的
行
事
　
　
 学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
，
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
，
新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
２
）
文
化
的
行
事
　
　
 平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
し
，
そ
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た
り
，
文
化
や
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
３
） 
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事
　
　
 心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
な
ど
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
，
安
全
な
行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
，
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
，
責
任
感
や
連
帯
感
の
涵
養
，
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
４
） 
遠
足
・
集
団
宿
泊
的
行
事
　
　
 自
然
の
中
で
の
集
団
宿
泊
活
動
な
ど
の
平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
に
あ
っ
て
，
見
聞
を
広
め
，
自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む
と
と
も
に
，
人
間
関
係
な
ど
の
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
５
） 
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事
　
　
 勤
労
の
尊
さ
や
生
産
の
喜
び
を
体
得
す
る
と
と
も
に
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
第
３
　 指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
）　
特
別
活
動
の
全
体
計
画
や
各
活
動
・
学
校
行
事
の
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
す
と
と
も
に
，
学
級
や
学
校
の
実
態
や
児
童
の
発
達
の
段
階
な
ど
を
考
慮
し
，
児
童
に
よ
る
自
主
的
，
実
践
的
な
活
動
が
助
長
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
，
各
教
科
，
道
徳
，
外
国
語
活
動
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
の
指
導
と
の
関
連
を
図
る
と
と
も
に
，
家
庭
や
地
域
の
人
々
と
の
連
携
，
社
会
教
育
施
設
等
の
活
用
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
）　
〔
学
級
活
動
〕
な
ど
に
お
い
て
，
児
童
が
自
ら
現
在
及
び
将
来
の
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
３
）　
〔
ク
ラ
ブ
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
の
実
態
等
を
考
慮
し
つ
つ
児
童
の
興
味
・
関
心
を
踏
ま
え
て
計
画
し
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
４
）　
第
１
章
総
則
の
第
１
の
２
及
び
第
３
章
道
徳
の
第
１
に
示
す
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ
き
，
道
徳
の
時
間
な
ど
と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
，
第
３
章
道
徳
の
第
２
に
示
す
内
容
に
つ
い
て
，
特
別
活
動
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
す
る
こ
と
。
２
　
第
２
の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
）　
〔
学
級
活
動
〕，
〔
児
童
会
活
動
〕
及
び
〔
ク
ラ
ブ
活
動
〕
の
指
導
に
つ
い
て
は
，
指
導
内
容
の
特
質
に
応
じ
て
，
教
師
の
適
切
な
指
導
の
下
に
，
児
童
の
自
発
的
，
自
治
的
な
活
動
が
効
果
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
内
容
相
互
の
関
連
を
図
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
ま
た
，
よ
り
よ
い
生
活
を
築
く
た
め
に
集
団
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
な
ど
の
話
合
い
活
動
や
自
分
た
ち
で
き
ま
り
を
つ
く
っ
て
守
る
活
動
，
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
を
養
う
活
動
な
ど
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
）　
〔
学
級
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
学
級
，
学
校
及
び
児
童
の
実
態
，
学
級
集
団
の
育
成
上
の
課
題
や
発
達
の
課
題
及
び
第
３
章
道
徳
の
第
３
の
１
の
（
３
）
に
示
す
道
徳
教
育
の
重
点
な
ど
を
踏
ま
え
，
各
学
年
段
階
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
指
導
内
容
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
，
内
容
間
の
関
連
や
統
合
を
図
っ
た
り
，
他
の
内
容
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
，
学
級
経
営
の
充
実
を
図
り
，
個
々
の
児
童
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
児
童
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
に
指
導
を
行
う
と
と
も
に
，
生
徒
指
導
と
の
関
連
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
）　
〔
児
童
会
活
動
〕
の
運
営
は
，
主
と
し
て
高
学
年
の
児
童
が
行
う
こ
と
。
（
４
）　
〔
学
校
行
事
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
及
び
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
，
各
種
類
ご
と
に
，
行
事
及
び
そ
の
内
容
を
重
点
化
す
る
と
と
も
に
，
行
事
間
の
関
連
や
統
合
を
図
る
な
ど
精
選
し
て
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
，
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流
，
幼
児
，
高
齢
者
，
障
害
の
あ
る
人
々
な
ど
と
の
触
れ
合
い
，
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な
ど
の
体
験
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
，
体
験
活
動
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
，
ま
と
め
た
り
，
発
表
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
３
　
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
い
て
は
，
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
，
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
，
国
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。
【
小
学
校
】　
　
赤
字
は
，
中
学
校
と
の
比
較
で
小
学
校
固
有
の
も
の
110 111
第
１
目
標
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
，
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
，
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
，
自
己
を
生
か
す
能
力
を
養
う
。
第
２
　 各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
学
級
活
動目
標
学
級
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
の
一
員
と
し
て
学
級
や
学
校
に
お
け
る
よ
り
よ
い
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
や
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
級
を
単
位
と
し
て
，
学
級
や
学
校
の
生
活
の
充
実
と
向
上
，
生
徒
が
当
面
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
学
級
や
学
校
の
生
活
づ
く
り
　
　
ア
　
学
級
や
学
校
に
お
け
る
生
活
上
の
諸
問
題
の
解
決
 
イ
　
学
級
内
の
組
織
づ
く
り
や
仕
事
の
分
担
処
理
　
　
ウ
　
学
校
に
お
け
る
多
様
な
集
団
の
生
活
の
向
上
（
２
） 
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
　
　
ア
　
思
春
期
の
不
安
や
悩
み
と
そ
の
解
決
 
イ
　
自
己
及
び
他
者
の
個
性
の
理
解
と
尊
重
　
　
ウ
　
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
 
エ
　
男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
　
　
オ
　
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
確
立
 
カ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
の
理
解
と
参
加
　
　
キ
　
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
や
習
慣
の
形
成
　
　
ク
　
性
的
な
発
達
へ
の
適
応
　
　
ケ
　
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
（
３
） 
学
業
と
進
路
　
　
ア
　
学
ぶ
こ
と
と
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
 
　
イ
　
自
主
的
な
学
習
態
度
の
形
成
と
学
校
図
書
館
の
利
用
　
　
ウ
　
進
路
適
性
の
吟
味
と
進
路
情
報
の
活
用
 
　
エ
　
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
　
　
オ
　
主
体
的
な
進
路
の
選
択
と
将
来
設
計
生
徒
会
活
動
目
標
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
協
力
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
校
の
全
生
徒
を
も
っ
て
組
織
す
る
生
徒
会
に
お
い
て
，
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
生
徒
会
の
計
画
や
運
営
（
２
） 
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流
（
３
） 
生
徒
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の
連
絡
調
整
（
４
） 
学
校
行
事
へ
の
協
力
（
５
） 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
加
学
校
行
事目
標
学
校
行
事
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を
深
め
，
公
共
の
精
神
を
養
い
，
協
力
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
全
校
又
は
学
年
を
単
位
と
し
て
，
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
，
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
儀
式
的
行
事
学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
，
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
，
新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
２
）
文
化
的
行
事
平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
し
，
そ
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た
り
，
文
化
や
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
３
） 
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事
心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
安
全
な
行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
，
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
，
責
任
感
や
連
帯
感
の
涵
養
，
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
４
） 
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事
平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
に
あ
っ
て
，
見
聞
を
広
め
，
自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む
と
と
も
に
，
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
５
） 
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事
勤
労
の
尊
さ
や
創
造
す
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
，
職
場
体
験
な
ど
の
職
業
や
進
路
に
か
か
わ
る
啓
発
的
な
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
第
３
　 指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
） 
特
別
活
動
の
全
体
計
画
や
各
活
動
・
学
校
行
事
の
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
す
と
と
も
に
，
学
校
の
実
態
や
生
徒
の
発
達
の
段
階
な
ど
を
考
慮
し
，
生
徒
に
よ
る
自
主
的
，
実
践
的
な
活
動
が
助
長
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
，
各
教
科
，
道
徳
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
の
指
導
と
の
関
連
を
図
る
と
と
も
に
，
家
庭
や
地
域
の
人
々
と
の
連
携
，
社
会
教
育
施
設
等
の
活
用
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
） 
生
徒
指
導
の
機
能
を
十
分
に
生
か
す
と
と
も
に
，
教
育
相
談
（
進
路
相
談
を
含
む
。）
に
つ
い
て
も
，
生
徒
の
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
，
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
） 
学
校
生
活
へ
の
適
応
や
人
間
関
係
の
形
成
，
進
路
の
選
択
な
ど
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
機
能
を
充
実
す
る
よ
う
〔
学
級
活
動
〕
等
の
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
。
特
に
，
中
学
校
入
学
当
初
に
お
い
て
は
，
個
々
の
生
徒
が
学
校
生
活
に
適
応
す
る
と
と
も
に
，
希
望
と
目
標
を
も
っ
て
生
活
を
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
４
） 
第
１
章
総
則
の
第
１
の
２
及
び
第
３
章
道
徳
の
第
１
に
示
す
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ
き
，
道
徳
の
時
間
な
ど
と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
，
第
３
章
道
徳
の
第
２
に
示
す
内
容
に
つ
い
て
，
特
別
活
動
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を
す
る
こ
と
。
２
　
第
２
の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
） 〔
学
級
活
動
〕
及
び
〔
生
徒
会
活
動
〕
の
指
導
に
つ
い
て
は
，
指
導
内
容
の
特
質
に
応
じ
て
，
教
師
の
適
切
な
指
導
の
下
に
，
生
徒
の
自
発
的
，
自
治
的
な
活
動
が
効
果
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
内
容
相
互
の
関
連
を
図
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
ま
た
，
よ
り
よ
い
生
活
を
築
く
た
め
に
集
団
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
な
ど
の
話
合
い
活
動
や
自
分
た
ち
で
き
ま
り
を
つ
く
っ
て
守
る
活
動
，
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
を
養
う
活
動
な
ど
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
） 〔
学
級
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
，
生
徒
の
実
態
及
び
第
３
章
道
徳
の
第
３
の
１
の
（
３
）
に
示
す
道
徳
教
育
の
重
点
な
ど
を
踏
ま
え
，
各
学
年
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
指
導
内
容
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
，
必
要
に
応
じ
て
，
内
容
間
の
関
連
や
統
合
を
図
っ
た
り
，
他
の
内
容
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
，
個
々
の
生
徒
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
に
指
導
を
行
う
と
と
も
に
，
生
徒
指
導
と
の
関
連
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
） 〔
学
校
行
事
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
及
び
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
，
各
種
類
ご
と
に
，
行
事
及
び
そ
の
内
容
を
重
点
化
す
る
と
と
も
に
，
行
事
間
の
関
連
や
統
合
を
図
る
な
ど
精
選
し
て
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
，
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
幼
児
，
高
齢
者
，
障
害
の
あ
る
人
々
な
ど
と
の
触
れ
合
い
，
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な
ど
の
体
験
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
，
体
験
活
動
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
，
ま
と
め
た
り
，
発
表
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
３
　
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
い
て
は
，
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
，
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
，
国
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。
【
中
学
校
】　
　
赤
字
は
，
小
学
校
と
の
比
較
で
中
学
校
固
有
の
も
の
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第
１
目
標
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
，
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
，
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
，
自
己
を
生
か
す
能
力
を
養
う
。
第
２
　 各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
目
標
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
の
一
員
と
し
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
に
お
け
る
よ
り
よ
い
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
や
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
基
礎
的
な
生
活
集
団
と
し
て
編
成
し
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
単
位
と
し
て
，
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
の
生
活
の
充
実
と
向
上
，
生
徒
が
当
面
す
る
諸
課
題
へ
の
対
応
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
の
生
活
づ
く
り
　
　
ア
　
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
に
お
け
る
生
活
上
の
諸
問
題
の
解
決
 
イ
　
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
内
の
組
織
づ
く
り
と
自
主
的
な
活
動
　
　
ウ
　
学
校
に
お
け
る
多
様
な
集
団
の
生
活
の
向
上
（
２
） 
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
　
　
ア
　
青
年
期
の
悩
み
や
課
題
と
そ
の
解
決
 
イ
　
自
己
及
び
他
者
の
個
性
の
理
解
と
尊
重
　
　
ウ
　
社
会
生
活
に
お
け
る
役
割
の
自
覚
と
自
己
責
任
 
エ
　
男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
　
　
オ
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
と
人
間
関
係
の
確
立
 
カ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
の
理
解
と
参
画
　
　
キ
　
国
際
理
解
と
国
際
交
流
 
ク
　
心
身
の
健
康
と
健
全
な
生
活
態
度
や
規
律
あ
る
習
慣
の
確
立
　
　
ケ
　
生
命
の
尊
重
と
安
全
な
生
活
態
度
や
規
律
あ
る
習
慣
の
確
立
（
３
） 
学
業
と
進
路
　
　
ア
　
学
ぶ
こ
と
と
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
 
　
　
イ
　
主
体
的
な
学
習
態
度
の
確
立
と
学
校
図
書
館
の
利
用
　
　
ウ
　
教
科
・
科
目
の
適
切
な
選
択
 
　
　
エ
　
進
路
適
性
の
理
解
と
進
路
情
報
の
活
用
　
　
オ
　
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
の
確
立
 
　
　
カ
　
主
体
的
な
進
路
の
選
択
決
定
と
将
来
設
計
生
徒
会
活
動
目
標
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
，
協
力
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
学
校
の
全
生
徒
を
も
っ
て
組
織
す
る
生
徒
会
に
お
い
て
，
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
生
徒
会
の
計
画
や
運
営
（
２
） 
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流
（
３
） 
生
徒
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の
連
絡
調
整
（
４
） 
学
校
行
事
へ
の
協
力
（
５
） 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
画
学
校
行
事目
標
学
校
行
事
を
通
し
て
，
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
，
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を
深
め
，
公
共
の
精
神
を
養
い
，
協
力
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
，
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。
内
容
全
校
若
し
く
は
学
年
又
は
そ
れ
ら
に
準
ず
る
集
団
を
単
位
と
し
て
，
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
，
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
１
） 
儀
式
的
行
事
学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
，
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
，
新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
２
）
文
化
的
行
事
平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
総
合
的
に
生
か
し
，
そ
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た
り
，
文
化
や
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
３
） 
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事
心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
安
全
な
行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
，
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
，
責
任
感
や
連
帯
感
の
涵
養
，
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
４
） 
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事
平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
に
あ
っ
て
，
見
聞
を
広
め
，
自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む
と
と
も
に
，
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
（
５
） 
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事
勤
労
の
尊
さ
や
創
造
す
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
，
就
業
体
験
な
ど
の
職
業
観
の
形
成
や
進
路
の
選
択
決
定
な
ど
に
資
す
る
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
共
に
助
け
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。
. 第
３
　 指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
） 
特
別
活
動
の
全
体
計
画
や
各
活
動
・
学
校
行
事
の
年
間
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
，
学
校
の
創
意
工
夫
を
生
か
す
と
と
も
に
，
学
校
の
実
態
や
生
徒
の
発
達
の
段
階
な
ど
を
考
慮
し
，
生
徒
に
よ
る
自
主
的
，
実
践
的
な
活
動
が
助
長
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
，
各
教
科
，
科
目
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
の
指
導
と
の
関
連
を
図
る
と
と
も
に
，
家
庭
や
地
域
の
人
々
と
の
連
携
，
社
会
教
育
施
設
等
の
活
用
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
体
験
的
な
活
動
や
就
業
体
験
な
ど
の
勤
労
に
か
か
わ
る
体
験
的
な
活
動
の
機
会
を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
る
こ
と
。
（
２
） 
生
徒
指
導
の
機
能
を
十
分
に
生
か
す
と
と
も
に
，
教
育
相
談
（
進
路
相
談
を
含
む
。）
に
つ
い
て
も
，
生
徒
の
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
，
適
切
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
） 
学
校
生
活
へ
の
適
応
や
人
間
関
係
の
形
成
，
教
科
・
科
目
や
進
路
の
選
択
な
ど
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
，
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
機
能
を
充
実
す
る
よ
う
〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
等
の
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
。
特
に
，
高
等
学
校
入
学
当
初
に
お
い
て
は
，
個
々
の
生
徒
が
学
校
生
活
に
適
応
す
る
と
と
も
に
，
希
望
と
目
標
を
も
っ
て
生
活
を
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
４
） 〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
を
中
心
と
し
て
特
別
活
動
の
全
体
を
通
じ
て
，
特
に
社
会
に
お
い
て
自
立
的
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
，
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
己
の
生
き
方
を
探
求
す
る
な
ど
，
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
の
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
他
の
教
科
，
特
に
公
民
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連
を
図
る
こ
と
。
２
　
第
２
の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
（
１
） 〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
及
び
〔
生
徒
会
活
動
〕
の
指
導
に
つ
い
て
は
，
指
導
内
容
の
特
質
に
応
じ
て
，
教
師
の
適
切
な
指
導
の
下
に
，
生
徒
の
自
発
的
，
自
治
的
な
活
動
が
効
果
的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
内
容
相
互
の
関
連
を
図
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
ま
た
，
よ
り
よ
い
生
活
を
築
く
た
め
に
集
団
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
な
ど
の
話
合
い
活
動
や
自
分
た
ち
で
き
ま
り
を
つ
く
っ
て
守
る
活
動
，
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力
を
養
う
活
動
な
ど
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
２
） 〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
及
び
〔
生
徒
会
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
及
び
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
，
取
り
上
げ
る
指
導
内
容
の
重
点
化
を
図
る
と
と
も
に
，
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
を
見
通
し
て
，
必
要
に
応
じ
て
，
内
容
間
の
関
連
や
統
合
を
図
っ
た
り
，
他
の
内
容
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
，〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
個
々
の
生
徒
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
，
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
に
指
導
を
行
う
と
と
も
に
，
生
徒
指
導
と
の
関
連
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
（
３
） 〔
学
校
行
事
〕
に
つ
い
て
は
，
学
校
や
地
域
及
び
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
，
各
種
類
ご
と
に
，
行
事
及
び
そ
の
内
容
を
重
点
化
す
る
と
と
も
に
，
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
を
見
通
し
て
，
行
事
間
の
関
連
や
統
合
を
図
る
な
ど
精
選
し
て
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
，
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
幼
児
，
高
齢
者
，
障
害
の
あ
る
人
々
な
ど
と
の
触
れ
合
い
，
自
然
体
験
や
社
会
体
験
な
ど
の
体
験
活
動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
，
体
験
活
動
を
通
し
て
気
付
い
た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
り
，
ま
と
め
た
り
，
発
表
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
充
実
す
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
（
４
） 
特
別
活
動
の
一
環
と
し
て
学
校
給
食
を
実
施
す
る
場
合
に
は
，
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。
３
　
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
に
お
い
て
は
，
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
，
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
と
も
に
，
国
歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導
す
る
も
の
と
す
る
。
４
　〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕
に
つ
い
て
は
，
主
と
し
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
ご
と
に
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
担
任
の
教
師
が
指
導
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
，
活
動
の
内
容
に
よ
っ
て
は
他
の
教
師
の
協
力
を
得
る
こ
と
と
す
る
。
【
高
等
学
校
】　
　
赤
字
は
，
中
学
校
と
の
比
較
で
高
等
学
校
固
有
の
も
の
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中
学
校
特
別
活
動
　
学
級
活
動
の
具
体
的
な
内
容
と
方
法
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
特
別
活
動
編
（
平
成
2
0
年
９
月
）
よ
り
抜
粋
（
１
） 
学
級
や
学
校
の
生
活
づ
く
り
 ア
 
学
級
や
学
校
に
お
け
る
生
活
上
の
諸
問
題
の
解
決
 イ
 
学
級
内
の
組
織
づ
く
り
や
仕
事
の
分
担
処
理
 ウ
 
学
校
に
お
け
る
多
様
な
集
団
の
生
活
の
向
上
（
２
） 
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
 ア
 
思
春
期
の
不
安
や
悩
み
と
そ
の
解
決
 イ
 
自
己
及
び
他
者
の
個
性
の
理
解
と
尊
重
 ウ
 
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
 エ
 
男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
 オ
 
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
確
立
 カ
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
の
理
解
と
参
加
 キ
 
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
や
習
慣
の
形
成
 ク
 
性
的
な
発
達
へ
の
適
応
 ケ
 
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
（
３
） 
学
業
と
進
路
 ア
 
学
ぶ
こ
と
と
働
く
こ
と
の
意
義
の
理
解
 イ
 
自
主
的
な
学
習
態
度
の
形
成
と
学
校
図
書
館
の
利
用
 ウ
 
進
路
適
性
の
吟
味
と
進
路
情
報
の
活
用
 エ
 
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
 オ
 
主
体
的
な
進
路
の
選
択
と
将
来
設
計
  
（
１
）
－
ア
 
新
し
い
人
間
関
係
の
築
き
様
々
な
集
団
へ
の
所
属
と
そ
の
後
の
適
応
集
団
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
責
任
生
徒
会
活
動
や
学
校
行
事
へ
の
参
加
や
協
力
組
織
や
係
活
動
の
円
滑
な
運
営
学
級
の
環
境
整
備
学
級
内
の
人
間
関
係
の
あ
つ
れ
き
の
対
処
仕
事
の
遂
行
に
伴
う
悩
み
の
解
決
教
科
の
学
習
に
関
わ
る
問
題
い
じ
め
や
暴
力
差
別
や
偏
見
 
 
入
学
・
進
級
の
際
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
個
別
指
導
や
グ
ル
ー
プ
指
導
 
 
学
級
成
員
の
親
睦
を
深
め
る
場
の
設
定
 
 
話
合
い
や
討
論
 
（
１
）
－
イ
 
学
級
の
目
標
や
組
織
づ
く
り
仕
事
の
役
割
分
担
や
ル
ー
ル
学
級
生
活
の
充
実
の
た
め
の
工
夫
 
 
グ
ル
ー
プ
や
学
級
全
体
で
の
話
合
い
 
（
２
）
－
カ
 
社
会
福
祉
活
動
環
境
保
全
・
保
護
活
動
災
害
援
助
活
動
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
国
際
社
会
へ
の
貢
献
・
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
 
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
 
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
関
係
者
の
講
話
 
 
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
 
（
２
）
－
キ
 
心
の
健
康
や
体
力
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
口
腔
の
衛
生
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防
食
事
・
運
動
・
休
養
の
効
用
と
余
暇
の
活
用
喫
煙
，
飲
酒
，
薬
物
乱
用
な
ど
の
害
に
関
す
る
こ
と
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
と
自
己
管
理
 
 
話
合
い
や
討
論
 
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
 
 
防
犯
を
含
め
た
生
活
安
全
自
転
車
運
転
時
の
交
通
安
全
種
々
の
災
害
時
の
安
全
生
命
尊
重
環
境
整
備
 
 
事
故
の
発
生
状
況
や
危
険
箇
所
の
調
査
結
果
を
基
に
し
た
話
合
い
 
 
体
験
に
基
づ
く
感
想
や
発
表
 
 
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
 
 
実
技
を
通
し
た
学
習
 
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
 
（
２
）
－
ク
 
思
春
期
の
心
と
体
の
発
育
・
発
達
性
情
報
へ
の
対
応
や
逸
脱
行
為
エ
イ
ズ
や
性
感
染
症
な
ど
の
予
防
友
情
と
恋
愛
と
結
婚
 
 
資
料
を
基
に
し
た
話
合
い
や
討
論
 
 
専
門
家
の
講
話
 
（
２
）
－
ケ
 
楽
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
栄
養
の
偏
り
の
な
い
食
事
の
と
り
方
食
中
毒
の
予
防
に
関
わ
る
衛
生
管
理
の
在
り
方
共
同
作
業
を
通
し
て
奉
仕
や
協
力
・
協
調
の
精
神
好
ま
し
い
人
間
関
係
 
（
１
）
－
ウ
 
生
徒
会
活
動
や
学
校
行
事
へ
の
参
加
や
協
力
学
年
の
目
標
と
協
力
異
年
齢
集
団
の
意
義
集
団
生
活
の
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
 
 
生
徒
相
互
の
話
合
い
 
 
体
験
発
表
会
 
 
上
級
生
の
体
験
等
を
活
用
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
 
地
域
の
人
々
を
招
い
て
の
講
話
 
 
 
（
２
）
－
ア
 
自
分
が
不
安
に
感
じ
る
こ
と
悩
み
と
そ
の
解
決
方
法
身
近
な
人
の
青
年
時
代
 
 
話
合
い
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
発
表
 
（
２
）
－
イ
 
自
分
の
長
所
・
短
所
友
人
へ
の
期
待
と
励
ま
し
自
他
の
個
性
を
知
り
そ
れ
を
生
か
す
方
法
 
 
自
ら
を
振
り
返
る
 
 
グ
ル
ー
プ
や
学
級
全
体
で
話
合
い
 
 
自
己
と
対
話
し
な
が
ら
文
章
で
表
現
し
互
い
に
伝
え
合
う
 
 
教
育
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
 
 
卒
業
生
や
社
会
人
の
講
話
 
（
２
）
－
ウ
 
集
団
に
お
け
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
自
由
と
責
任
及
び
権
利
と
義
務
情
報
化
社
会
に
お
け
る
モ
ラ
ル
 
 
話
合
い
 
 
デ
ィ
ベ
ー
ト
 
 
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 
（
２
）
－
エ
 
男
女
相
互
の
理
解
と
協
力
人
間
の
尊
重
と
男
女
の
平
等
男
女
共
同
参
画
社
会
と
自
分
の
生
き
方
 
 
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
に
し
た
話
合
い
 
 
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
の
資
料
を
基
に
し
た
話
合
い
 
（
２
）
－
オ
 
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
在
り
方
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
と
自
己
の
成
長
自
己
表
現
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
 
 
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
 
 
体
験
発
表
 
 
体
験
的
な
活
動
 
 
学
級
成
員
等
の
親
睦
を
深
め
る
活
動
 
 
 
（
３
）
－
ア
 
充
実
し
た
人
生
と
学
習
学
ぶ
こ
と
や
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
と
価
値
学
ぶ
こ
と
と
職
業
体
験
談
 
 
考
え
を
ま
と
め
，
発
表
，
話
合
い
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
 
 
ガ
イ
ダ
ン
ス
 
（
３
）
－
イ
 
学
習
意
欲
と
学
習
習
慣
自
ら
学
ぶ
意
義
や
方
法
学
校
図
書
館
の
意
義
や
役
割
 
 
話
合
い
 
（
３
）
－
ウ
 
自
分
の
よ
さ
の
発
見
職
業
と
適
性
 
 
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
活
動
 
 
生
徒
が
互
い
の
よ
さ
を
見
つ
め
る
活
動
 
 
職
業
適
性
検
査
の
活
用
 
 
生
き
方
を
学
ぶ
進
路
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
選
択
学
校
調
べ
 
 
職
業
人
の
講
話
 
 
勤
労
体
験
，
奉
仕
体
験
 
 
上
級
学
校
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［作成協力者］（五十音順,敬称略） ［本書作成編集担当者］
※職名は平成27年3月現在 ※職名は平成27年8月現在
青木由美子　　東京都武蔵村山第一中学校校長
石川　隆一　　横浜市教育委員会主任指導主事
酒巻克太郎　　埼玉県加須市立昭和中学校主幹教諭
猿渡　正利　　国立大学法人宮城教育大学客員研究員
塩谷　勇直　　栃木県宇都宮市立陽東中学校教頭
◎須藤　　稔　　白鷗大学教授（座長）
中大路浩一　　京都市教育委員会総合教育センター指導主事
番場亜由美　　青森県板柳町立板柳中学校教諭
○松田　素行 文教大学教授
村上　喜美 栃木県那須塩原市立日新中学校教諭
（◎座長　○副座長）
国立教育政策研究所においては，次の者が担当した。
　長田　　徹　　教育課程研究センター教育課程調査官
生徒指導・進路指導研究センター総括研究官
このほか，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所に
おいては，次の者が担当した。
　梅澤　　敦　　教育課程研究センター長
　髙口　　努　　教育課程研究センター長（平成27年4月30日まで）
　佐藤　弘毅　　教育課程研究センター研究開発部長
　大金　伸光　　教育課程研究センター研究開発部長
（平成27年3月31日まで）
　松本　吉正　　教育課程研究センター研究開発部副部長
　五十嵐祐子　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課長
（平成27年4月30日まで）
　伊倉　　剛　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課
指導係長
　岩切　陽平　　教育課程研究センター研究開発部研究開発課
指導係専門職
